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府
民
の
皆
様
、
新
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
京
都
の
新
し
い
年
を
今
苧
奉

安
の
う
ち
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
、
皆
様
と
と
も
に

お
喜
ぴ
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。こ

と
に
、
最
近
世
界
の
各
地
で

相
次
い
で
生
ａ
し
て
い
る
異
常
な

事
態
の
多
く
が
今
も
な
お
未
解
決

で
あ
る
と
き
、
私
た
ち
の
ｕ
受
し

て
い
る
平
和
が
い
か
に
貴
重
な
も

の
で
あ
る
か
を
、
あ
ら
た
め
て
思

わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

ふ
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
昨
年

私
は
京
都
の
m
の
Ｍ
礎
作
２
>
の

た
め
に
、
多
く
の
会
合
を
開
き
、

府
民
の
皆
様
と
の
会
談
を
重
ね
て

ひ
と
つ
ひ
と
つ
あ
い
路
を
打
開
し

活
力
あ
る
府
政
を
推
進
ず
る
こ
と

所
″
㈹
刷

低回

騒
音
や
悪
臭
な
ど

公
害
の
防
止
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

咋
年
十
二
月
二
十
六
日
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
の
事
業
者
で
あ
る
建
設
省
と
日
木

道
路
公
団
が
、
宇
治
市
へ
環
境
影
響
評
価
書
案
を
提
出
。
市
で
は
、
住
民
参
加

が
基
木
と
な
る
環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
に
し
た
が
っ
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
意
見
を
環
境
影
響
評
価
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

皆
様
の
絶
大
な
る
ご
協
力
の
た
ま
も

の
と
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
一
年
の
間
に
、
府
民
の
皆
様

の
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
国
鉄
山
陰

線
複
線
'
３
化
工
事
や
国
道
９
廿
線
バ

案書価坪響影境環たれさ渡手に長市田島

大
学
・
府
立
医
科
大
学
の
増
改
築
、

高
校
・
養
護
学
校
の
新
殷
、
老
人
ホ

ー
ム
・
保
育
所
の
整
備
、
丹
後
文

化
会
館
の
建
設
な
ど
、
府
民
の
暮
ら

し
を
守
り
豊
か
に
す
る
た
め
の
各
租

の
施
策
が
Ｓ
!
5
i
f
ｔ
Ｊ
Ｓ
Ｈ
い
た
し
ま
し

建
設
省
・
日
本
退
路
公
団
は
、
昭

和
四
十
六
年
十
二
月
二
十
四
日
付
で

近
畿
圏
整
備
計
画
の
一
環
と
し
て
、

国
ｊ
ｇ
ｎ
号
線
の
バ
イ
パ
ス
と
な
る
京

滋
バ
イ
パ
ス
整
備
計
画
を
発
ｗ
し
ま

し
た
。
こ
の
事
業
の
内
容
は
、
滋
賀

県
草
津
市
（
固
早
号
線
）
か
ら
京

都
府
久
世
郡
久
御
山
町
（
枚
方
バ
イ

パ
ス
）
ま
で
の
延
長
約
二
八
・
一
石

を
整
備
す
る
財
画
で
あ
り
、
こ
の
主

な
通
過
地
は
草
津
市
、
大
津
市
、
宇

治
市
及
ぴ
久
御
山
町
と
な
っ
て
い
ま

す
。宇

治
市
で
は
、
市
民
の
い
の
ら
と

暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
基
本
的
な
立

場
か
ら
昭
和
五
十
一
年
十
月
七
日
に

市
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
京
滋
パ
イ

バ
ｙ
環
境
対
策
協
議
会
（
会
長
＝
庄

司
光
京
都
大
学
名
び
教
授
）
を
殴
曖

し
、
こ
の
整
備
財
田
に
伴
う
沿
道
地

双
住
民
の
忠
酢
環
境
や
自
然
m
に

対
す
る
環
境
影
響
に
つ
い
て
検
討
審

の
第
一
歩
で
あ
り
諸
外
國
と
の
友
好

交
流
を
通
し
て
、
日
本
人
の
心
の
ふ

る
さ
と
京
都
を
国
際
的
視
野
に
た
つ

世
界
の
京
都
と

し
て
ゆ
く
た
め

の
、
府
と
し
て

豊
か
な
8
0
年
代
の

京
都
め
ざ
し
て

イ
パ
ヌ
エ
事
が
着
否
・
れ
、
桂
川
右

岸
流
城
下
水
道
の
通
水
を
み
、
山
拡

地
方
に
予
定
し
て
い
る
総
合
運
動
公

國
の
建
殷
財
田
も
進
む
な
ど
、
府
民

の
忠
箔
と
京
都
府
の
産
業
基
盤
を
整

備
す
る
た
め
の
大
型
事
菜
が
つ
ぎ
つ

ぎ
と
着
手
ざ
れ
る
と
と
も
に
、
府
立

た
。ま

た
、
咋
年
十
り
に
は
、
私
は
中

国
の
招
待
に
こ
た
え
、
京
都
府
初
の

外
国
i
S
問
団
を
組
ｇ
し
て
中
国
各
地

を
歴
訪
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び

の
訪
中
は
、
世
界
の
国
々
と
の
間
に

幅
広
い
共
峨
と
連
帯
を
育
て
る
た
め

初
め
て
の
取
り

組
み
で
あ
り
ま

す
。

京都府知事
林田悠紀夫

内
外
の
５
Ｊ
Ｊ
.
は
混
と
ん
と
し
て
不

安
を
は
ら
み
、
私
た
ち
の
前
途
に
は

な
お
厳
し
さ
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
広
n
m
体

環境影響評価の手続き

議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昨
年
十
二
月
二
十
六
日

事
業
者
で
あ
る
建
設
省
及
び
日
本
道

路
公
団
か
ら
宇
治
市
に
環
境
影
響
評

価
書
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

評
価
書
案
は
本
編
と
資
料
編
か
ら
な

り
、
①
大
気
汚
染
、
②
騒
音
、
③
振

動
・
低
周
波
空
気
振
勁
、
④
そ
の
他

の
生
活
環
境
に
対
す
る
影
響
、
⑤
植

生
・
野
生
動
物
お
よ
び
自
然
景
観
、

⑤
文
化
財
、
⑦
地
下
水
及
ぴ
排
水
、

1

1

1

1

÷

―

⑧
慶
林
業
に
対
す
る
影
響
、
⑨
恋
垣

問
題
、
⑩
ヲ
>
l
l
ニ
テ
ー
○
土
地

利
用
・
産
業
に
対
す
る
影
響
、
⑩
建

設
工
事
に
伴
う
影
響
な
ど
の
評
価
項

目
に
つ
い
て
、
環
境
調
査
宮
鎧
徊

と
将
来
予
測
実
厖
妥
領
に
基
づ
き
実

施
さ
れ
た
結
果
及
び
評
価
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
後
、
市
で
は
、
環
境
影
響
評
価

の
手
続
き
に
基
づ
き
こ
の
評
価
書
案

を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
縦
覧
し
て
い
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Ｉ
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ｌ
ｒ
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た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
地

顛
脱
明
会
や
市
政
だ
よ
り
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
今
月
十
四
日
に
京
滋
バ
イ

パ
ス
環
境
対
策
協
議
会
を
開
催
し
、

ま
た
、
市
議
会
の
京
滋
バ
イ
パ
ス
対

策
符
別
委
員
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の

評
価
書
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
る
予

定
で
す
。

手
続
き
し
な
い
と
失
効

印
鑑
登
録
の
切
替

印
鑑
証
明
書
は
不
動
産
の
ｎ
記
や

公
疋
証
香
の
作
成
な
ど
、
ｍ
嬰
な
契

系
の
整
備
を
は
か
り
、
学
術
研
究

都
市
構
想
を
推
進
し
て
、
京
都
の

活
路
を
開
き
将
来
の
発
展
に
備
え

る
と
と
も
に
、
健
や
か
な
若
者
を

育
て
、
扱
か
い
社
会
を
作
る
た
め

に
、
私
は
府
民
の
皆
様
の
Ｓ
回
に

立
ち
、
智
様
の
知
恵
と
力
を
結
集

し
て
、
ね
ば
り
強
い
努
力
を
続
け

て
ゆ
ぐ
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

古
い
文
化
遺
産
を
新
し
い
文
化

的
創
造
の
ぱ
ね
と
し
、
京
都
の
先

祖
伝
米
の
強
く
し
な
や
か
な
活
力

を
も
っ
て
、
八
〇
年
代
の
京
都
を

と
も
に
築
い
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。新

年
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

１月31日

まで

約
に
欠
か
せ
な
い
も
の
Ｉ
宇
治
市

で
も
、
印
鑑
証
明
書
な
ど
を
お
出
し

す
る
件
数
が
ふ
え
続
け
て
お
り
、
印

鑑
証
明
'
＊
m
今
ま
で
以
上
に
正
確

で
能
率
的
に
行
う
た
め
、
昨
年
八
月

か
ら
印
鑑
証
明
制
度
を
カ
ー
ド
式
に

改
正
し
ま
し
た
。

現
在
５
≪
１
５
３
!
S
S
ｒ
ｊ
れ
て
い
て
今
後

も
継
続
さ
れ
る
人
は
、
印
鑑
ｎ
録
の

切
替
え
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
切
替
期
間
は
今
月
三
十
一
日
ま

で
で
、
あ
と
二
十
日
間
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

切
替
え
手
続
き
が
済
み
ま
す
と
、

印
鑑
登
録
証
心
登
録
カ
ー
ド
）
を
お

渡
し
し
ま
す
。
そ
し
て
、
印
鑑
証
明

書
が
必
要
な
と
き
は
、
印
鑑
登
録
証

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人
に

依
頼
さ
れ
る
場
合
は
、
交
付
申
請
書

記
入
の
必
要
か
ら
ご
本
人
の
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
を
正
確
に
お
伝
え

く
だ
さ
い
。
な
お
、
登
録
ｆ
ｆ
ｌ
（
実
印

）
や
委
任
の
書
面
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

・
◇

今
ま
で
、
印
鑑
登
録
の
切
替
え
に

つ
い
て
、
い
く
つ
か
お
間
合
せ
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
檄
会
に

ま
と
め
て
お
答
え
し
ま
す
。

【
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
切

替
え
手
続
き
を
し
な
け
れ

ぱ
、
ど
う
な
り
ま
ず
か
？
」

‘

今
ま
で
の
印
鑑
登
録
は
、
す
べ
て

失
効
し
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
印
鑑

■ ・

証
明
な
ど
が
必
嬰
な
と
き
は
、
新
規
・

登
録
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
Ｉ

ま
せ
ん
。
一

ご
本
人
が
登
録
申
請
さ
れ
る
場
合
一

で
も
官
公
署
発
行
の
写
真
を
は
っ
た
一

各
種
免
肝
証
な
ど
で
、
本
人
で
φ
０
;

こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
か
な
い
・

と
新
規
の
聶
申
請
と
同
時
に
印
鑑
Ｉ

証
明
書
を
お
探
し
す
る
こ
と
が
で
き
■

ま
せ
ん
。
ま
た
、
代
理
人
で
の
申
請
一

の
場
合
も
、
登
録
と
同
時
に
印
鑑
証
・

明
書
を
お
出
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
一

注
意
く
だ
さ
い
。
一

【
切
替
え
手
続
に
は
、
ど
ん

な
も
の
が
必
要
で
し
ょ
う
。

か
？
】
■
’

ご
本
人
で
手
続
き
さ
れ
る
場
合
は
一

登
録
印
鑑
が
必
嬰
。
代
理
人
に
依
頼

さ
れ
る
場
合
は
、
ｎ
録
印
鑑
と
本
人
・

の
自
署
・
押
印
し
た
「
委
任
の
旨
を

証
す
る
書
面
」
心
左
図
参
照
）
、
代
】

理
人
の
認
印
が
必
嬰
と
な
り
ま
す
。
’

｢委任の旨を証する書面｣の書き方
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1
1
1
1
1
1

ゝ

一

一

一
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第

01０
０

入
級
申
請
の
受
付

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の
小

学
校
に
在
学
す
る
児
童
の
う
ち
、
保

護
者
が
共
働
き
す
る
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
事
情
で
、
放
課
後
の
保
護
に
欠
け

る
児
童
を
対
象
と
し
て
1
9
の
小
学
校

に
育
成
学
級
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
育
成
学
級
の
5
5
年
度
入
級
申

請
の
受
付
を
下
の
表
の
と
お
り
行
い

ま
す
の
で
、
入
級
希
望
の
保
護
者
は

新
し
く
成
人
に
な
っ
た
こ
と
か
一
祝

い
、
お
互
い
に
喜
び
あ
お
う
と
、
今

年
も
『
成
人
の
日
の
つ
ど
い
』
が
開

か
れ
ま
す
。

こ
の
つ
ど
い
は
、
成
人
を
迎
え
る

青
年
を
中
心
に
実
行
委
員
会
が
準
備

を
す
す
め
て
お
り
、
当
日
に
は
楽
し

い
催
し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
『
成
人
の
日
の
つ
ど
い
』
に

２
月
５
日
か
ら

育
成
学
級
入
級
申
請
書
に
両
親
の
勤

弱
証
明
書
を
添
え
て
、
社
会
教
育
課

育
成
指
導
室
か
表
の
と
こ
ろ
へ
印
鑑
■

持
参
の
う
え
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
・

受
付
時
間
は
、
各
校
の
育
成
学
級
で

は
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
、

社
会
教
育
課
育
成
指
導
室
で
は
午
前

９
時
半
か
ら
午
後
４
時
（
土
曜
日
は

1
1
時
半
）
ま
で
で
す
。

３一会］…

育成学級

な
お
、
協
力
金
の
減
免
申
請
を
さ

れ
る
人
は
、
保
護
者
そ
れ
ぞ
れ
の
5
4

55年度入級受付日程

年
度
市
民
税
納
税
通
知
書
の
写
し
も

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
母
子
家
庭
は

不
嬰
で
す
。

ま
た
、
現
在
入
級
し
て
い
る
児
童

で
、
引
き
続
き
入
級
を
希
望
さ
れ
る

人
も
申
請
が
必
要
で
す
。

く
わ
し
ぐ
は
、
社
会
教
育
課
育
成

指
導
室
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
社
会
教
育
課
）

七
百
言
Ｏ

二

心

゛
ヤ
゛
゛
゛
ミ
¨
皿

ご
社
寺
［

↓
削
白
玉
匹

三
一
．
而
一
貼

付
日
日
一
日
日

石
宍
几

－
・
：
’
．
い
・
‐
に
．
．
．
．
－
．
－
－
’
し
し
‐
Ｔ

農
業
委
員

選
挙
人
の
申
請

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
の
調
整
と
農
家
基

杢
に
帳
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
選
挙
人
名
溥
登
載
申
請
書

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
提

出
さ
れ
て
い
な
い
人
は
至
急
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
農
家
基
杢
口
帳
の
整
備
は

農
業
委
員
会
の
農
政
活
動
な
ど
を
進

め
る
う
え
に
必
要
な
基
礎
資
料
と
な

り
ま
す
。
二
部
お
送
り
し
た
う
ち
、

「
提
出
用
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し

‘ 提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
農
業
委
員
会
）

市
街
化
区
域
内
の
Ａ
・
Ｂ
農
地

の
う
ち
、
一
定
の
妥
件
に
あ
て
は

ま
る
も
の
は
、
固
定
資
産
税
と
都

市
計
国
税
が
減
額
さ
れ
、
一
股
農

地
な
み
の
税
額
と
な
り
ま
す
。

一
定
の
妥
件
と
は
、
つ
ね
に
肥

培
管
理
が
行
わ
れ
、
今
後
■
"
Ｓ
u
ｐ
続

き
営
農
を
続
け
て
い
く
農
地
で
、

し
か
も
、

①
一
団
の
市
街
化
区
域

内
農
地
（
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
農
地
の
別
を
問
わ

な
い
）
で
面
積
が
千

平
方
阿
以
上
の
も
の

作
物
を
紗
培
し
て
い
る
も
の

で
す
。

ま
た
、
水
田
利
田
丹
編
対
策
実
施

要
綱
に
基
づ
き
、
保
全
管
理
お
よ
ぴ

転
作
等
を
実
施
し
た
農
地
に
つ
い
て

む
認
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
ｏ

該
当
す
る
農
地
は
、
「
農
地
課
税

審
嘔
会
」
の
審
眼
を
経
て
認
定
さ
れ

で
す
の
で
、
一
月
三
十
一
日
ま
で
に

市
扨
砥
聶
親
課
へ
申
恢
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
昨
年
認
定
を
受
け
ら

れ
て
い
る
人
は
、
申
告
す
る
必
罰
は

あ
り
ま
せ
ん
。

小
規
模
農
地
の
申
請
も

小
規
模
農
地
に
つ
い
て
は
市
独
自

農
地
課
税
の
減
額

申
告
は
１
月
3
1
日
ま
で

②
農
業
生
産
が
今
後
三
年
以
上
継

続
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

③
千
平
方
阿
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
農
家
が
所
有
す
る
農

地
で
あ
る
こ
と

④
水
稲
、
茶
、
そ
菜
、
花
、
そ
の

他
、
市
長
が
聊
当
と
認
め
た
農

■
少
年
宇
宙
科
学
教
室

冬
の
宇
宙
の
世
界
へ
旅
立
ち
ま
せ

ん
か
。
公
民
館
で
は
、
第
３
回
少
年

宇
…
ｍ
科
学
教
室
を
開
き
ま
す
。

▽
と
き
・
・
ｉ
月
2
6
日
（
土
）

午
後
７
時
ｙ
９
峙

▽
と
こ
ろ
・
・
・
公
民
咄
（
市
民
会
館
）

▽
内
容
・
・
・
宇
宙
の
話
（
そ
の
２
）

「
銀
河
～
大
宇
宙
の
旅
」

いどつの日の人成の年昨

参
加
９
は
大
人
二
千
三
百
円
、
小

学
生
以
下
千
九
百
円
。
希
望
の
人
は

参
加
費
を
添
え
て
Ｍ
外
り
の
協
会
理

ホ
（
永
谷
三
之
丞
＝
励
８
０
・
３
５
、

浅
田
昌
三
＝
ａ
０
８
５
２
、
辻
川
直

行
Ｈ
勁
７
９
４
０
、
長
尾
策
司
＝
⑩

1
９
９
２
）
か
、
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
ま
で
。
先
着
百
五
十
人
で
締

め
切
り
。
ま
た
、
貸
ス
キ
ー
希
望
の

人
は
別
に
大
人
千
五
百
円
、
小
学
生

以
下
千
円
が
必
嬰
で
す
。

（
社
会
教
育
課
）

ま
す
と
、
減
額
対
象
農
地
と
な
り
、

課
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
昨
年
中
に
審
議
会
に
お
い

て
コ
小
認
定
」
で
あ
っ
た
人
に
つ
い

て
も
、
前
記
の
要
件
に
該
当
す
る
優

良
農
地
に
つ
い
て
は
再
度
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

認
定
を
受
け
る
に
は
申
告
が
必
要

▽
調
師
・
・
・
京
都
市
胃
少
年
科
学
セ

ン
タ
ー
・
■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
学

芸
員
江
上
賢
三
さ
ん

▽
対
ま
・
・
・
市
内
の
説
子
（
小
学
校

４
年
生
い
中
学
校
３
年
生
の
吊
と

も
と
脱
）
保
護
者
同
伴
の
こ
と

▽
定
員
・
・
・
一
〇
〇
人

▽
申
込
み
・
・
・
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
少
年

宇
宙
科
学
教
室
希
望
」
と
参
加
者

全
員
の
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
職

菜
（
学
校
名
）
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、
１
月
1
8
日
ま
で
に
公
民

館
（
宇
治
里
尻
7
1
－
９
電
話
０
２

８
０
４
）
へ
。
（
公
民
館
）

■
第
１
回
宇
治
市
公
立

幼
稚
園
こ
ど
も
展

宇
治
市
公
立
幼
稚
國
で
は
、
幼
児

期
の
望
ま
し
い
成
長
・
発
達
を
願
い

造
形
活
動
を
通
し
、
望
ま
し
い
あ
り

方
を
み
つ
め
る
場
と
し
て
、
こ
ど
も

遠
の
作
品
を
集
め
、
こ
ど
な
写
開

き
ま
す
。

▽
と
き
・
・
ｉ
月
2
5
日
（
金
）
、
2
6

日
（
土
）
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

９
時
半
開
場
、
午
後
４
時
ま
で

▽
と
こ
ろ
・
：
市
民
会
館

▽
内
容
＝
・
2
5
日
1
0
時
半
か
ら
こ
ど

も
の
活
動
記
録
（
ろ
フ
イ
ド
）
、

1
1
時
か
ら
幼
無
男
自
由
鑑
賞
、

の
措
置
と
し
て
「
農
業
奨
励
金
m

制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、
一
団
の
市
街
化
区
域
内

の
Ａ
・
Ｂ
農
地
で
、
＝
冒
平
方
μ
以

上
、
千
平
方
μ
未
満
の
優
良
農
地
を

対
象
に
、
宅
地
認
課
税
額
と
一
股
農

地
蕗
税
と
の
差
額
を
奨
励
金
と
し

て
交
付
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
場
合

2
6
日
９
時
半
か
ら
自
由
鑑
賞
。

（
学
校
教
育
課
）

■
育
児
と
歯
の
教
室

歯
の
健
康
や
育
児
の
う
え
で
大
切

な
時
期
を
と
ら
え
て
教
室
を
設
け
、

歯
科
医
師
の
話
し
と
歯
科
衛
生
士
の

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
・
：
７
ヵ
月
～
―
歳
未
満
児

の
保
護
者
な
ど

▽
と
き
・
・
・
１
月
3
1
日
（
木
）
、
３

月
６
日
（
木
）
午
後
１
時
～
３
時

半

▽
と
こ
ろ
…
宇
治
保
健
所

申
込
み
は
、
宇
治
保
健
所
保
健
指

導
課
（
電
話
妙
2
1
9
1
）
へ
。

な
お
、
質
問
事
項
が
あ
る
場
合
は

あ
ら
か
じ
め
書
き
と
め
て
提
出
く
だ

さ
い
。
定
員
は
五
十
人
で
す
。

（
宇
治
保
健
所
）

■
青
色
申
告
決
算
説
明
会

昭
和
5
4
年
分
青
色
申
告
決
算
説
明

会
（
宇
治
税
務
署
・
宇
治
商
工
会
議

所
・
宇
治
納
税
協
会
共
催
）
を
行
い

ま
す
。

▽
と
き
・
・
ｉ
月
1
6
日
（
水
）
、
1
7

日
（
木
）
午
後
１
時
半
か
ら

▽
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
商
工
会
議
所

く
わ
し
く
は
、
宇
治
税
務
署
（
電

話
０
４
１
４
１
番
）
へ
。

（
宇
治
税
務
署
）

■
城
南
高
校

体
育
施
設
開
放

▽
開
放
日
時

・
１
月
2
7
日
（
日
）

（
資
産
税
課
・

農
林
茶
業
課
）

・
２
月
1
1
日
（
祝
）
、
2
4
日
（
日
）

・
３
月
２
日
（
日
）
、
９
日
（
日
）

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
正
午
と
午

後
１
時
～
４
時

▽
開
放
施
設

屋
外
運
動
場
と
バ
レ
ー
コ
ー
ト

▽
利
用
方
法
…
城
南
高
校
の
学
校
開

放
運
営
委
員
会
（
電
話
ｏ
ａ
１
６

５
）
に
団
体
登
録
し
、
使
用
許
可

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
社
会
教
育
課
）

■
犬
の
引
取
り

・
１
月
1
6
日
（
水
）

菟
這
公
民
館
＝
1
0
時
4
0
分

黄
梁
自
衛
隊
正
門
前
＝
1
0
ｔ
ｓ
分

木
幡
公
民
館
＝
1
1
時

小
倉
公
Ｍ
館
H
1
1
時
1
0
分

開
公
民
館
＝
1
1
時
ｓ
分

旦
椋
公
会
堂
H
1
1
時
半

不
用
な
犬
や
ネ
コ
は
、
毎
週
月
曜

日
の
午
前
中
に
宇
治
保
健
所
へ
。

犬
の
放
し
飼
い
は
、
府
の
条
例
で

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
を
飼
う
人

は
必
ず
鎖
に
つ
な
ぎ
、
散
歩
の
時
は

飼
い
主
が
買
任
を
も
っ
て
「
ふ
ん
」

の
後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
衛
生
課
）

■
テ
レ
ビ
市
政
だ
よ
り

６
時
Ｃ
>
J
分
か
ら
放
送
申

市
で
は
、
近
畿
放
送
テ
レ
ビ
（
ｕ

Ｈ
Ｆ
３
４
ｃ
Ｈ
）
で
毎
週
月
曜
日
「
市

政
だ
よ
り
」
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
時
間
が
午
後
６
時
･
Ｃ
Ｏ
分
か

ら
に
な
り
ま
す
。

一
一一

胆
Ｅ
瓢
作

広
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０
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参
加
で
き
る
の
は
、
昭
和
3
4
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
3
5
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

▽
と
き
・
・
ｉ
月
1
5
日
（
祝
）

午
後
１
時
～
４
時

▽
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
中
学
校
体
育
館

▽
内
容

・
式
典

・
記
念
詞
演
桂
枝
雀
さ
ん

・
や
し
き
た
か
じ
ん
夢
い
ら
ん

か
ね
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会
で
は
、
ひ
と
り
で
も

多
く
の
新
成
人
の
み
な
さ
ん
の
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
ま
ず
。

歩
こ
う
会

新
春
恒
例
の
市
民
歩
こ
う
会
が
、

１
月
1
3
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
午
前
８
時
半
に
市
民
会

館
前
に
集
合
じ
、
二
尾
を
経
て
立
木

観
音
友
回
へ
約
1
5
μ
歩
き
ま
す
。

参
加
希
望
の
人
は
、
軽
装
で
直
接

市
民
会
館
前
に
お
集
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
雨
具
と
弁
当
な
ど
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
帰
り
は
バ
ｙ

と
Ｗ
＆
t
に
な
り
ま
す
の
で
、
交
辿
費

も
お
忘
れ
な
く
。

雨
天
の
場
合
は
１
月
2
0
日
実
施
。

■
市
民
ス
キ
ー
教
室

レ
ク
リ
ェ
ー
ン
〃
ン
協
公
で
は
、

今
年
も
２
月
３
日
（
日
）
に
滋
赳
Ｍ

マ
キ
ノ
ス
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